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I　緒　　言
　大学生を対象とした身体活動量について心拍数の変動からみた報告によると，日常生活では100
拍／分を超えることは非常に少なく，スポーツクラブに所属している者はその活動中（約2時間）
は140～150拍／分となるが，活動後1キ非所属の者と同じような変動を示していると言われている
（鳥越他，1979）。われわれの日常生活24時間の測定でも同様な傾向がみられ，120拍／分を超える
場面は体育実技の授業，クラブ活動を省けば，登下校時に若干みられるが連続した変動はみられ
ない。これらの結果より，特に運動クラブに所属していない者に運動不足が考えられる。
　運動不足は特に全身持久力に大きく影響が表われると言われている。生涯体育の観点からも大
学での体育実技の中で持久力を養う授業内容を考える必要があろう。」般にトレーニングを続け
ると体力が高まるのに平行して安静時心拍数が低下すると言われている。また持久力を必要とす
る種目が安静時心拍数を低下させるのに最も効果があると言われている。これらのことより，持
久力を養う上で各個人の安静時心拍数を知ることが大切であり，必要である。
　思春期後期の安静時心拍数の平均は男子72拍／分，女子76抽／分と言われている。また運動時
の最高心拍数は成人男子で180～200拍／分であり，安静時心拍数から最高心拍数迄の増加幅を心
活動の余裕とも言われている。
　本学で新入生を対象に毎年実施している心電図検査の結果より安静時心拍数についてみると，
安静時心拍数が40拍／分台から110拍／分台迄と幅広く分布しており，個人差がかなりみられる。
通常安静時心拍数が60拍／分以下を徐脈，100拍／分以上を頻脈と呼ばれている。授業で持久的運
動を一斉に行う場合には，各個人に応じた運動強度について十分に配慮する必要があると思われ
る。
　本研究では，安静時心拍数の分布の両サイドに位置する徐脈の者と頻脈の者を対象に，健康診
断の結果，これまでの運動・スポーツについての調査，現在の体力，運動中の心拍数の変動より
両者を比較検討することにより，今後の体育実技指導上の基礎資料を得ることを目的としている。
皿　方　　法
　1．対象者
　本学で毎年実施している入学生全員を対象とした健康診断の中で，心電図検査の結果より，安
静時心拍数50以下の者（徐脈），100以上の者（頻脈），いずれも男子学生155名を対象とした。内
分けは
　平成8年度　徐脈の者12名，頻脈の者24名
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平成9年度　徐脈の者14名，頻脈の者34名
平成10年度　徐脈の者27名，頻脈の者44名
　2．調査・測定方法
　ユ）安静時心拍数，体格（身長，体重），血圧，肥満度（B・M・I）については健康診断の結果
を用いた。
　2）体力・運動・スポーツに関するアンケート調査は，本学で毎年実施している1年次生全員
のスポーツテストの際に行ったものである。
　3）最大酸素摂取量（寸O，max）の測定はコンビエアロバイク75XLで測定したものであり，その
値は推定最大酸素摂取量である。
　4）心拍数の測定は心拍数計測記憶装置（ヴァイン社製）を用い，日常生活（24時間），歩行
（20分），ランニング（20分）での毎分心拍数を連続測定した。
皿　結果と考察
以下，表・図の中で徐脈の者を徐脈，頻脈の者を頻脈として表わす。
1．徐脈の者と煩脈の者の割合
表1　徐脈と頻脈の割合
徐脈 頻脈 入学者年度 人数 ％ 人　数 ％ 人数 ％
！2 O．9 24 ！－9 1，296 100
H．8 （0） （0） （2） （1，0） （191） （100）
14 34 2．5 1，385 1001．0（O）
H．9 （0） （2） （O．8） （263） （100）
27 1．8 44 3．0 1，468 100
H．10 （4） （1．6） （4） （1．6） （244） （100）
53 13 102 2．5 4，149 100
計 （4） （0．6） （8） （1．1） （698） （100）
（）内は女子
　過去3年問の入学者に対する徐脈の者（安静時心拍数50拍／分以下）と頻脈の者（安静時心拍
数ユ00拍／分以上）の割合を示したのが表ユである。入学者に対する割合は，徐脈の者1～2％，
頻脈の者2～3％である。3年間の推移をみると，徐々にではあるが，いずれも増加の傾向を示
している。
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2．安静時心拍数
表2　安静時心拍数（平均値）
（拍／分）
年度 徐　脈 頻　脈
人数 12 24
H．8 一X 　48．2（50～46） 　103．8（100～117）
人数 14 34
H．9 一X 　47．9（50～38） 　ユ06．2（100～129）
人数 27 44
H．10一X 　47．1（50～34） 　10τ0（ユ00～125）
人数 53 102
全体 一X 　47．5（50～34） 　105．9（100～129）
　徐脈の者と頻脈の者それぞれの安静時心拍数の平均値を示したのが表2である。前者は今回50
拍／分以下を対象としたので50～34拍／分の範囲であるが，後者はユOO～129拍／分の広い範囲で
ある。表中にはないが，頻脈の者で安静時心拍数110拍／分以上の者は全体で22人である。
3．体格（身長・体重）
表3　体格（平均値）
年度 体　格 徐　脈 頻　脈
身長（Cm） ユ743H．8 172．7体重（㎏） 623 66．8
身長（Cm） 171．4 172．3
H．9 体重（kg） 63．3 67．4
身長（Cm） 172．7 17！．0
H．10 体重（kg） 63．1 62．9
全体
身長（Cm） 172．7 17！．9
体重（㎏） 62．9 65．5
　表3に対象者の身長と体重の平均値を示した。各年度共，両者の平均値間において，身長，体
重いずれも有意な差は認められない。しかし，H．10年度を除いて全体的にみると，頻脈の者が徐
脈の者よりやや体重が重い傾向がみられる。
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4．体カ・運動・スボーツに関するアンケート結呆
ユ）中学・高校での課外スポーツの経験について
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　　図1　課外スポーツの経験（徐脈）　　　　　　　図2　課外スポーツの経験（頻脈）
　過去のスポーツ経験についてみると，図ユ，図2にみられるように，徐脈の者は中学，高校共
に約8割近くの者がクラブ活動に所属していたことが分る。一方，頻脈の者は中学で約7割であ
るが，高校では約4割と減少しており，両者に過去のスポーツ活動への参加の違いがみられそう
である。
2）現在の運動実施状況について
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図3　運動の実施状況（徐脈）
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図4　遺動の実施状況（頻脈）
　日常どれ程運動を行っているかをみると，図3，図4にみられるように各年度により実施状況
が一定でない。「ほとんど毎日」，「ときどき」の週1～2回以上積極的に身体活動を行っている者
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は，全体で徐脈の者が約6割，頻脈の者が約4割である。しかし「しない」をみると，前者では
約1割であるが，後者では約4割もあり運動不足が感じられる。
3）現在の体力について
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　　　　図5　体カについて（徐脈）　　　　　　　　　図6　体カについて（頗脈）
　現在の体力に自信があるかどうかについてみると，図5，図6にみられるように，全体で徐脈
の者は積極的に「ある」と答えた者が約2割と少ないが，「ない」が約1割であり，その他の者は
消極的ではあるが体力があると感じているようである。一方，頻脈の者は「ある」が0．4割と非常
に少なく，逆に「ない」が約5割を示しており，両者の体力感に差が感じられる。
4）スポーツに対する好感度について
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図7　スポーツの好感度（徐脈）
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安静時心拍数からみた身体活動に関する一考察--徐脈と頻脈--
Page:5無断転載禁止。　
　スポーツ・運動の好き・嫌いについてみると，図7，図8にみられるように，徐脈の者は約8
割が「好き」と答えており，スポーツ活動への積極性がみられる。頻脈の者は約5割が「好き」
と答えており積極性がみられるが，「嫌い」が約1割であることより，スポーツは嫌いではないが，
積極的に身体を動かすことには消極的な者が多いように思われる。
　以上，体力，運動，スポーツについての調査結果を全体的にみると，徐脈の者は中学，高校と
継続して積極的に身体活動を行っている者が多く，現在も日常生活を含め身体活動に前向きの姿
勢が感じられる。安静時心拍数に運動性徐脈としてのトレーニング効果の影響がみられそうであ
る。一方，頻脈の者は継続して身体活動を積極的に行っている者が少ないようである。また現在，
運動の必要性は理解しながらも身体活動に消極的な姿勢が感じられる。
5．健康診断の結果より
1）　血圧について
表4　血圧（平均値） （mmHg）
年度 血圧
徐　脈 頻　脈
1X　　　SD ■X SD
最高 ユユ5，0　　10．60133，9
H．8
9．97
最低 59，5　　12．68 77．3 11．ユ7
最高 114．6　　9．78124．6 23．3ユ
H．9
最低 6ユ．7　　7．76 74．ユ 14．12
全体
最高 114．8　　9．95工30．3 ユ1．66
最低 60，7　　10．ユ776．83 9石3
（mm。。）　　　□徐脈囮頻脈
　　　　（徐一頻）　　　　　　　　　　（徐一頻）
圧
140 牒■捌
＊＊　　　　　　　　　　　　　＊＊
133．9
130 130．3
124．6
120
115．O 1ユ4．6 114．8
11O
1oo
　H．8　　　　　H．9　　　　　全体
図9　最高血圧（平均値）
圧
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＊＊
　　59．560
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77．3
□徐脈　囮頻脈
（徐　頻）　　　（徐一頻）
　＊＊　　　　　　　　＊＊
61．7
74．1
60．7
76．8
H．8　　　　　H．9　　　　　全体
図10最低血圧（平均値）
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　血圧測定の結果を表4に示した。表にみられるように，各年度共，徐脈の者，頻脈の者それぞ
れ同じような傾向を示しており，年度問の平均値間において有意な差は認められない。次に両者
の最高血圧，最低血圧の関係について図9，図10に示した。まず最高血圧についてみると，両平
均値間において「H．8」，「全体」で有意な差が認められる。（P＜．01）すなわち頻脈の者が高い傾
向を示している。次に最低血圧についてみると，いずれの年度においても両平均値間において有
意な差が認められる。（P＜、0ユ）ここでも頻脈の者が高い傾向を示している。これらの結果より，
頻脈の者は徐脈の者より最高血圧，最低血圧共に有意に高い傾向を示していると言える。
2）肥満度について
表5　B・M・1（平均値）
年度 徐　脈 頻　脈
支 SD 支 SD
H．8 20．58 2，071．83 22．58 3．02
H．9 21．86 22．79 5．44
全体 2ユ．27 2．0ユ 22．7ユ 4．57
30　（徐一頻）
　　　　＊
B　　20・58
　20M
I
□徐脈　囮頻脈
22．58　　　　　　　　　　22．79　　　　　　　　　　22．7I
21．86　　　　　21．27
1O
H．8　　　　　H．9　　　　　全体
図11B・M・1（平均値）
　肥満度はBMI（BodyMassIndex）により算出されたものである。表5，図11にみられるように，
両者の平均値間の関係をみると，「H．8」において有意な差が認められる（P＜．05）が，「全体」で
は認められない。しかしながら，傾向としては頻脈の者が高い指数を示している。
　以上，血圧と肥満度の結果を全体的にみると，特に血圧において徐脈の者が頻脈の者に比べ最
高，最低共に低く，日頃の積極的な身体活動との関係がみられそうである。
　6．有酸素能カの測定結果について
　表6はコンビエアロバイク75XLで測定した最大酸素摂取量の平均値である。両者の関係につい
ては図12に示した。図にみられるように，「H．8」と「全体」において両平均値間に有意な差が認
められる。（P＜．O！）
他の年度では有意な差が認められないが，傾向としては徐脈の者が高い値を示しており，頻脈の
者に比べ有酸素能力が高いと言えそうである。
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表6　最大酸素摂取量（平均値）
　　　　　　　　　　　（m1／min／㎏）
年度 徐　脈 頻　脈
■X SD 支 SD
H．8 45．70 2．42 37．78 5．62
H．9 45．18 8．52 40．18 7．15
H．1041．56 5．79 38．88 6．65
全体 43．29 6．29 39．24 6．68
（m1／min／。。）　　□徐脈囮頻脈
　50　　　　　　　　　　　　　　　（徐一頻）
　　（徐一頻）＊＊　　　　　　　　　　　　＊＊
　　　4570　　45．ユ8
　　　　　　　　　　　　　　　43．29最 　　 　　 　　 　41．56　　　　　　　　40．18大
酸
素40摂取　　　3778　　　　　38・88　3924
量
30
　H－8　　　H．9　　　H．10　　　全体
図12　最大酸素摂取量（平均値）
　7．心拍数の測定結果について
　測定の対象者は，徐脈の者の中から中学・高校で課外スポーツの経験が有る者と無い者各1名，
同様に頻脈の者から経験の有る者と無い者各1名，計4名を対象に心拍数の測定を行った。1日
24時問の日常生活の測定はスポーツ等の特別な運動を実施していない日に実施した。歩行一ラン
ニング中の測定は公園の平地で行い，歩行は約70m／分の速さで20分間，ランニングは約160m／
分の速さで20分間実施した。結果は次の通りである。
　1）日常生活での心拍数の変動
表7　日常生活での平均心拍数
徐　脈 頻　脈
有 無 有　　　　　無
1日総心拍数 108，766拍 99，295抽 94郷5抽　　　1凪946拍
覚 平均 85．9 72．3 73，1　　　　93．1
醒 最大 135 ！23 119　　　　134
時 最小 54 57 55　　　　　55
睡 平均 47．0 54．1 50，2　　　　54．9
眠 最大 62 74 66　　　　　95
時 最小 35 48 45　　　　　47
＊有・毎はスポーツ鰹踏
（拍／分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊有　無はスポーツ経験
　ユ日24時間の日常生活での平均心拍数を示したのが表7である。各人の心拍数の変動について
は図13～図16に示した。4人の1日の総心拍数をみると，1人を除き約10万拍前後である。
　各人の覚醒時の心拍数の変動についてみると，平均心拍数の多い者が2人みられる。平均一〔、拍
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数85．9拍／分の徐脈の者（スポーツ経験有）は日々よく身体を動かすタイプであり，図13にみられ
る高い心拍数の変動時はアルバイト（立位作業）中である。図16の平均心拍数93．1拍／分の頻脈の
者（スポーツ経験無）は通常の大学生活時のものであり，日々じっとしているのが嫌いなタイプ
である。しかし2人共に，特に積極的に身体を動かすことが無ければ他の2人の様に，日常生活
では継続して100拍／分を超える場面は少ないと思われる。
　睡眠時の心拍数の変動をみると，睡眠時間には各人に若干の差がみられるが，平均心拍数は1
人を除き50拍／分台前半である。
　ユ日の総心拍数，覚醒時・睡眠時の心拍数の変動について全体的にみると，徐脈の者と頻脈の
者，スポーツ経験の有無による違いは心拍数の変動上には特にみられない。
○徐脈（スポーツ経験有）
200
む，1寺　X　85．9I自／分
150
　50
（F．一饒→
0　　　2　　　4　　　6　　　8　　10　　12　　14　　10　　18　　20　　22　　24
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嗣
　　　　　図13　目常生活での心拍数の変動
○徐脈（スポーツ経験無）
200
覚篶時X72．3拍／分
150
＾　100ヲ
包
　50
’’肌」’
←饒‘→
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2）歩行・ランニング中の心拍数の変動
　　　　　　　　　　表8　歩行・ランニング中の平均心拍数
（抽■分）
徐　脈 頻　脈
有 無 有 無
平均 77．5 87．1 109．6 103．0歩行時
最大 82 103 123 112
最小 75 79 112 98
平均 135．1 124．5 157．6 141．0ランニング時
最大 146 142 166 148
最小 115 108 135 125
＊有・無はスポーツ経験　紐
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　20分間の歩行・20分間のランニング中の平均心拍数については表8に示した。また図17～図20
には歩行・ランニング中の心拍数の変動を示してある。
　歩行中の心拍数の変動についてみると，徐脈の者の平均心拍数は77．5拍／分と87．ユ拍／分であり，
頻脈の者の平均心拍数は109．6拍／分と103．O拍／分であり両者に約20抽／分前後の差がみられる。
70m／分のゆっくりした歩行であるが，徐脈の者と頻脈の者の動作時での心拍数の変動に違いがみ
られる。
　次にランニング中の心拍数の変動についてみると，歩行時と同様な傾向がみられ，ランニング
中の平均心拍数は徐脈の者が135．1拍／分とユ24．5拍／分，頻脈の者が157．9拍／分と141．1拍／分で
あり，徐脈の者が低い値を示している。各人共に平均心拍数は歩行時に比例して増加していると
言える。160m／分のゆっくりしたランニングではあるが，頻脈の者にとっては運動強度からみる
と60～70％に相当すると思われる。
　スポーツ経験の有無からみると，徐脈の者，頻脈の者共にスポーツ経験有の者が，ランニング
において平均心拍数が高くなる傾向がみられる。
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図17　歩行・ランニング中の心拍数の変軸
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図18歩行・ランニング中の心拍数の変動
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図19　歩行・ランニング中の心拍数の変動
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図20　歩行・ランニング中の心拍数の変動
　以上歩行・ランニング中の心拍数の変動をみてきたが，徐脈の者は頻脈の者に比べ，同一条件
下での運動場面でいずれも平均心拍数が低い値を示しており，持久的能力による差とも考えられる。
　今回は安静時心拍数で両サイドに位置する徐脈の者と頻脈の者の体力，運動，スポーツに関す
るアンケート結果，健康診断の結果，有酸素能力の測定結果，心拍数の測定結果より両者を比較
しながら結果を整理した。結果を総合してみると，徐脈の者は過去より継続して積極的に身体活
動を実施している者が多く，種々の測定結果においても運動によるトレーニング効果がみられそ
うである。一方，頻脈の者は過去より継続して課外スポーツ等を経験している者が少なく，身体
活動の必要性は理解しながらも現在積極的に実施している者が少ないようである。また心拍数の
測定結果では，歩行中の平均心拍数に徐脈の者と頻脈の者との問に明らかな差がみられた。歩行
中の心拍数の測定は可能であり，各人の運動強度を知る上での1つの指標になりうると思われる。
　今後は入学者全員の安静時心拍数と体力・運動能力との関係と歩行時の心拍数の測定を行い，
各個人に応じた身体活動量，運動強度，持久カトレーニングについて検討を加えたく思っている。
M　要　　約
　1．徐脈の者と頻脈の者の割合
　入学者に対する割合は徐脈の者（安静時心拍数50拍／分以下）ユ～2％，頻脈の者（安静時心
拍数100拍／分以上）2～3％である。
　2．安静時心拍数
　3年間の安静時心拍数の平均は徐脈の者47．5拍／分（50～34拍／分），頻脈の者105．9抽／分
（100～129拍／分）である。
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　3．体格（身長・体重）
　3年間の身長・体重の平均は，徐脈の者が身長172．7cm，体重62．9㎏，頻脈の者が身長171．9cm，
体重65．5㎏である。
4．体カ・運動・スボーツに関するアンケート結呆
ユ）中学・高校での課外スポーツの経験について
　　　クラブに所属していた者の割合は，徐脈の者が中学・高校共に約8割，頻脈の者が中学
　　で約7割，高校で約4割である。
2）現在の運動実施状況について
　　週1～2回以上運動を実施している者の割合は，徐脈の者が約6割，頻脈の者が約4割
　　である。実施していない者の割合は前者で約1割，後者で約4割である。
3）現在の体力について
　　体力に自信がない者の割合は，徐脈の者がO．4割，頻脈の者は約5割である。
4）スポーツに対する好感度について
　　　スポーツ・運動が好きな者の割合は，徐脈の者が約8割，頻脈の者が約5割である。
5．健康診断の結果より
ユ）血圧について
　　　3年問の血圧の平均は，徐脈の者が最高血圧ユ14．8mmHg，最低血圧60．7mmHg，頻脈の者
　　が最高血圧ユ30．3mmHg，最低血圧76．8mmHgであり，両者の平均値間において最高血圧，最
　低血圧共に有意な差が認められる。（P＜．0！）
2）肥満度について
　　B・M・I指数の平均をみると，頻脈の者が徐脈の者より高い値を示しているが有意な差は
　認められない。
6．有酸素能カの測定結果について
　　　2年間の最大酸素摂取量の平均では，徐脈の者が頻脈の者より高い値を示しており，両
　平均値間において有意な差が認められる。（P＜．01）
7．心拍数の測定結果について
1）日常生活での心拍数の変動
　　　1日の総心拍数，覚醒時・睡眠時の心拍数の変動についてみると，徐脈の者と頻脈の者，
　　スポーツ経験の有無による違いは心拍数の変動上では特にみられない。
2）歩行・ランニング中の心拍数の変動
　　　歩行中，ランニング中の平均心拍数は徐脈の者が頻脈の者より，いずれも明らかに低い
　値を示している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［付　記］
本研究に際し，測定等でお世話になりました本学学生部医務室　杉山春江氏に厚くお礼申し上げます。
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